
勝
負
は
一
瞬
。
ど
っ
ち
が
先
だ

　
「
第
９
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り
大
会
」
が
１
月
27
日
、

町
総
合
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な

表
情
で
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
＝
Ｐ
10
）



長島中学校、平尾中学校の卒業生 鷹巣中学校、川床中学校、獅子島中学校の卒業生

①③

②④

⑤

⑥

夢
あ
ふ
れ
る
新
成
人
の
門
出

平
成
31
年
長
島
町
成
人
式

　
「
平
成
31
年
長
島
町
成
人
式
」
が

１
月
４
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
10
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
１
０
３
人
で
、
87
人
が
式
に
出

席
し
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
に
は
、
正
午
過
ぎ
か
ら
ス

ー
ツ
や
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
続
々
と
入
場
。
最
初
は
緊
張
し
た

表
情
で
し
た
が
、
旧
友
に
再
会
す
る

と
、
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
、
近
況
を
話
し
合

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
や
恩
師
も
駆
け
付
け
、
子
ど

も
の
こ
ろ
を
懐
か
し
み
な
が
ら
も
大

人
に
な
っ
た
姿
に
期
待
を
込
め
、
新

成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
健
町
長
が
「
こ

れ
か
ら
の
長
島
町
に
は
皆
さ
ん
の
若

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、

た
く
ま
し
い
行
動
力
が
必
要
。
ふ
る

さ
と
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
新

成
人
を
代
表
し
て
、
坂
口
憲
史
さ
ん

（
浦
底
）が「
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、

努
力
す
る
大
人
に
な
り
た
い
。
長
島

で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
と
成
人
と
し

て
の
決
意
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
い
く
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
小
崎

将
輝
さ
ん
（
赤
崎
）、
谷
尾
美
紅
さ

ん
（
茅
屋
）
が
町
民
憲
章
を
読
み
上

げ
、新
成
人
全
員
で
復
唱
し
ま
し
た
。

　

記
念
品
贈
呈
で
は
、
川
添
町
長
か

ら
新
成
人
に
成
人
祝
い
の
グ
ラ
ス
、

新
成
人
か
ら
は
大
浦
慶
子
教
育
長
へ

目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
み
や
ま
コ

ン
セ
ー
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
各

中
学
校
の
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が
上

映
さ
れ
、
懐
か
し
さ
か
ら
歓
喜
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
に
出
席
し
た
植
元
勇
太
さ
ん

（
葛
輪
）
は
「
大
人
と
し
て
、
恥
の

な
い
行
動
を
取
り
た
い
」
と
気
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

①旧友と列席し、穏やかな表情で式典
を迎える新成人②町民憲章を読み上げ
た小崎さん（写真左）と谷尾さん③力
強く誓いの言葉を述べた坂口さん④鮮
やかな振袖を着飾り「ハタチ」のポー
ズ⑤代表で川添町長から記念品を受け
取る児玉ゆとりさん（川床上）⑥受け
付けを担当した運営委員のメンバー

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
平
成

10
年
度
の
長
島
町
（
旧
東
町
・
旧
長

島
町
）
の
主
な
出
来
事

平成 10 年
４月
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
オ
ー
プ
ン

５月
太
陽
の
里
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
東

泉
望
」
オ
ー
プ
ン

６月
平
尾
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

東
町
長
選
挙
で
平
山
健
道
氏
が
初
当
選

７月
汐
見
漁
港
関
連
事
業
竣
工
式

11 月
長
島
高
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
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②

③ ①

折り返し地点を過ぎても疲れを見せず、どんどん進む子どもたち

第 17回長島すいせんウォーク

受　

章　

者　
（
敬　

称　

略
）

③ ② ①

④

①蔵之元小学校少年消防クラブの
通常点検②山門野分団の小隊訓練
③風の杜こども園の園児による
マーチング④圧巻の技術で会場を
沸かせた城川内分団の消防操法

　

１
月
13
日
、
平
成
31
年
長
島
町
消

防
出
初
式
が
町
総
合
町
民
体
育
館
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
諏
訪
義
則
長
島
町
消
防

団
長
を
は
じ
め
総
員
４
２
１
人
の
消

防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
長
島
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
た

観
閲
行
進
に
始
ま
り
、
通
常
点
検
や

小
隊
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
園
児
ら
も
訓
練
の
成
果
を
披

露
。
風
の
杜
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ

る
観
閲
・
マ
ー
チ
ン
グ
と
蔵
之
元
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常

点
検
に
、
観
客
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
26
回
全
国
消
防
操
法
大

会
で
準
優
勝
を
収
め
た
城
川
内
分
団

の
選
手
ら
が
特
別
表
彰
を
を
受
け
た

ほ
か
、
永
年
勤
続
の
団
員
や
防
火
防

災
ポ
ス
タ
ー
で
入
賞
し
た
児
童
生
徒

ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
は
「
今
後
も
地
域
の
安

全
・
安
心
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
特
別
表
彰
を
受
け
た
城

川
内
分
団
の
選
手
に
よ
る
小
型
ポ
ン

プ
の
消
防
操
法
が
披
露
さ
れ
、
見
事

な
操
法
技
術
に
会
場
中
が
盛
り
上
が

り
、拍
手
喝
采
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

◇
第
26
回
全
国
消
防
操
法
大
会

　
［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
準
優
勝
）］

　

長
島
町
消
防
団

　
［
最
優
秀
選
手
賞
］

　

指
揮
者　

宮
内
也
寸
志

　

1
番
員　

小
牛
尾
勇
介

◇
長
島
町
長
特
別
表
彰

　

城
川
内
分
団

◇
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部
特
別
表
彰

　

長
島
町
消
防
団

◇
消
防
庁
長
官
表
彰

　
［
永
年
勤
続
功
労
章
］

　

竹
山　

司
郎

◇
日
本
消
防
協
会

　
［
勤
続
章
］

　

門
元　

則
文

◇
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
10
年
）］

　

中
納　

真
徳

◇
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　
［
功
績
章
（
20
年
）］

　

尾
﨑　

伸
也

　
［
精
績
賞
（
15
年
）］

　

内
田　

秋
宏　
　

小
屋　

昭
彦

　

米
尾　

定
固　
　

竹
之
内
信
一
郎　

◇
鹿
児
島
県
出
水
支
部
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
15
年
）］

　

井
上　

一
洋　
　

藤
川　

一
也

　

山
下　

伸
一　
　

小
城　
　

剛

　

飯
田　

重
一　
　

福
浦　

誠
吾

　

松
原　

勝
喜　
　

田
原　

和
隆

　

濵
田　

将
尚

　
［
優
良
団
員
（
10
年
）］

　

石
原　

博
文　
　

杉
本　

弘
一

　

小
城　

賢
吾

　
◇
長
島
町
長
表
彰

　
［
永
年
勤
続
］

　

※
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部

　

表
彰
（
優
良
団
員
）
に
同
じ

◇
長
島
町
消
防
団
長
表
彰

　
［
優
良
団
員
（
７
年
）］

　

岩
塚　

吉
輝　
　

濵
村　

文
和

　
◇
長
島
町
消
防
功
労
者
表
彰

　
［
永
年
勤
続
婦
人
］

　

藤
川　

早
苗　
　

山
下
美
奈
子

　

飯
田
さ
や
か　
　

福
浦　
　

綾

　

松
原　

百
　々
　

濵
田　

理
絵

歩
い
て
長
島
路
の
景
色
を
堪
能

　

１
月
19
日
、「
第
17
回
長
島
す
い
せ

ん
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
約

１
３
０
０
人
が
参
加
。
町
文
化
ホ
ー

ル
前
を
発
着
点
と
し
て
、
小
浜
崎
古

墳
群
を
周
回
す
る
６
㌔
の
古
墳
め
ぐ

り
コ
ー
ス
と
長
崎
鼻
灯
台
を
折
り
返

す
12
㌔
の
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス

に
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な

が
ら
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
に
参
加
者
全
員
で
準
備

運
動
が
行
わ
れ
、
午
前
10
時
に
す
い
せ

ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
、
10
分
後
に
古
墳
め

ぐ
り
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

沿
道
の
花
壇
を
埋
め
尽
く
す
満
開

を
迎
え
た
ス
イ
セ
ン
、
起
伏
の
激
し

い
長
島
路
か
ら
見
渡
す
東
シ
ナ
海
の

眺
望
に
参
加
者
は
時
折
足
を
止
め
、

魅
せ
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

長
崎
鼻
灯
台
公
園
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
の
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
ほ
か
、

灯
台
を
背
に
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど

思
い
思
い
に
息
抜
き
を
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
恒
例
の
本
町
の
特

産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
開
か
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
家
族
６
人
で
参
加
し

た
西
清
香
さ
ん
は
「
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
美
味
し
か
っ
た
。
抽
選
会
で

も
タ
イ
が
当
た
っ
て
嬉
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

①上り坂、スイセンの前で一休み②ス
タート直後。参加者とタッチしながら
送り出す、はなちゃん③ふかしじゃが
いもを手に笑顔の参加者

平
成
31
年
長
島
町
消
防
出
初
式

地
域
防
災
の
要
・
消
防
団
員
が
集
結
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↑退任した太田さん（写真前列左）

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
急
な
視

察
対
応
や
依
頼
な
ど
に
も
快
く
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
、
愚
直
に
取
り
組
む
姿
勢
が
質
の

高
い
産
品
を
生
み
、
そ
れ
を
目
当
て

に
１
０
０
人
以
上
の
食
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
長
島
に
足
を
運
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
双
方
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
つ
も
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
長
島
の
生
産
者
さ
ん
あ
っ
て
の
僕
」

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
長
島
で
培
っ
た
行
動

力
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
鹿
児
島
と
東
京
を
拠

点
に
生
活
す
る
予
定
な
の
で
、
何
か

あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
長
島
町
の
こ
と
を
思
い
、

支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

必ず確認、最低賃金！
県の最低賃金は時間額 761 円

　現在の鹿児島県の最低賃金は、次のとおりとなっています。使用者も労働者も、必ず
鹿児島県の最低賃金を確認しましょう。

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

※最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど
　すべての労働者に適用され、使用者は労働者に
　対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければ
　なりません。
※「外国人技能実習生」は「技能習得中のもの」
　には該当しません。
※最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 ( 賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　
　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

761 平成 30 年 10 月１日

特定最低賃金
（産業別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

788 平成 30 年 12 月 28 日

自動車（新車）小売業 821 平成 30 年 12 月 28 日

　

平
成
28
年
２
月
に
本
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
太
田
良
冠

さ
ん
が
１
月
31
日
、
任
期
満
了
で
退

任
し
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
活
動
に
取
り
組
み
、
一
流
レ
ス

ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
な
ど
を
本
町
の
生

産
現
場
に
招
く
「
長
島
大
陸
シ
ェ
フ

ツ
ア
ー
」
や
料
理
人
を
通
じ
て
地
域

の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ラ
ボ
・
オ
ー
ギ
リ
」
な
ど
を
企
画
し
、

生
産
者
と
料
理
人
を
つ
な
い
で
き
ま

し
た
。

　

以
下
に
太
田
さ
ん
の
退
任
の
あ
い

さ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
食
」
で
地
域
活
性
化
に
尽
力

協
力
隊
の
太
田
さ
ん
が
退
任

○研修日程
前期研修 第１回  5 月 13 日（月）　～　５月 17 日（金）

第２回  5 月 20 日（月）　～　５月 24 日（金）
第３回  6 月 24 日（月）　～　６月 28 日（金）
第４回  7 月   １日（月）　～　７月   ５日（金）

後期研修 第１回  9 月 30 日（月）　～　10 月   ４日（金）
第２回 10 月 28 日（月）　～　11 月   １日（金）
第３回 11 月 11 日（月）　～　11 月 15 日（金）
第４回 11 月 25 日（月）　～　11 月 29 日（金）

　農業機械の構造や取り扱い、点検整備、簡易な
修理、効率利用および作業安全などに関する基本的
な知識と技能を身につけ、農業機械士の資格取得

（農耕用限定大型特殊運転免許の取得を含む）を目
的とした農業機械化研修の受講者を募集します。
　取得を希望するかたは、事前に申し込みが必要
なので、お問い合わせください。

○場所＝鹿児島県立農業大学校
（日置市吹上町和田 1800 番地）

○受講対象者
　・農大生、農業者など
　・普通自動車免許以上の所有者（普通自動車免
　許がＡＴ限定の場合、限定解除後申し込む）
○申込締切＝３月 20 日（水）

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係
　☎（88）5670［直通］

↑昨年度の同会の様子。故郷の仲間が集まる会をお楽しみに

第
12
回
関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
開
催

農業機械化研修受講者募集

〈
課
長
級
〉

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
教
育
総
務
課
長
兼

長
島
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

立
山　

茂
盛

教
育
総
務
課
長
兼

長
島
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
）

○
中
村　

勝
博

総
務
課
参
事（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

宮
脇　

良
二

会
計
課
参
事
（
総
務
課
参
事
）

中
間
く
る
み

人
事
異
動

　

２
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

　

関
西
な
が
し
ま
会
で
は
、
第
12
回
関
西
な
が
し

ま
会
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
長
島
町
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
故

郷
の
近
況
を
話
し
て
い
た
だ
き
、「
さ
つ
ま
島
美

人
」
を
囲
ん
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

   

年
に
一
度
の
長
島
町
出
身
者
の
集
い
で
す
。
会

員
の
皆
さ
ん
の
演
芸
の
披
露
と
ブ
リ
・
焼
酎
を
は

じ
め
と
す
る
長
島
の
特
産
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
級
生
・
知
人
お
誘
い
の
上
、
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　
　

３
月
17
日
（
日
）

　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
（
受
付　

午
前
10
時
45
分
～
）

○
場
所

　
　

太
閤
園  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
迎
賓
館

３
階
）

　
　

大
阪
市
都
島
区
綱
島
町
９
‐
10

　
　

☎
06
（
６
３
５
３
）
１
１
１
０

○
会
費

　
　

男
性
＝
９
千
円

　
　

女
性
＝
８
千
円

○
交
通
機
関

　
　

Ｊ
Ｒ
東
西
線　
「
大
阪
城
北
詰
駅
」
下
車

　
　

３
号
出
入
口
か
ら
徒
歩
３
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

赤
瀬　

隆
治

　

☎
０
７
４
３
（
54
）
５
６
９
６

67



長島町で働ける求人情報！

・就業場所が長島町となっている求人情報を掲載しています。
・募集が終了している場合もありますのでご了承ください。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。
・スペースの都合により、すべてを表示てきていない項目もあります。
　求人の詳細についてはハローワーク出水にお尋ねください。

・求人の掲載についてのお問い合わせは、地方創生課 ０９９６（８６）１１０１まで。

（平成 31 年 1月1日～1 月 31日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

で
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↑５人１組で競われた団体戦の様子

↑小学校低学年は散らし取りで対戦

↑団体戦優勝の川床小学校Ａのメンバー

４
日

７
日

８
日

10
日

11
日

13
日

15
日

16
日
～
17
日

18
日

19
日

21
日

22
日
～
24
日

25
日

26
日

29
日

30
日

31
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

仕
事
始
め
式　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

成
人
式　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

県
庁
ほ
か
年
始
あ
い
さ
つ
回
り（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
（
出
水
市
）

読
売
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

エ
グ
チ
ベ
ジ
フ
ル
落
成
式　
　
　
（
城
川
内
）

長
島
町
消
防
出
初
式（
町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

中
央
省
庁
要
望
活
動
・
な
が
し
ま
美
味
で
ー

（
東
京
都
）

離
島
緊
急
医
療
現
状
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会

（
鹿
児
島
市
）

第
17
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

平
成
31
年
度
当
初
予
算
町
長
査
定
（
役
場
）

町
村
会
理
事
・
幹
事
先
進
地
視
察
研
修

（
東
京
都
・
埼
玉
県
）

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会　
　
　
　
（
役
場
）

人
権
教
育
啓
発
基
本
計
画
策
定
委
員
委
嘱
状
交
付
式

（
役
場
）

出
水
地
区
市
町
議
会
議
員
研
修
会

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

長
島
の
子
表
彰
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

自
殺
対
策
策
定
委
員
委
嘱
状
交
付
式（
役
場
）

漁
港
漁
場
協
会
対
話
会　
　
（
南
さ
つ
ま
市
）

３
月
補
正
予
算
町
長
査
定　
　
　
　
（
役
場
）

１月

　今日が何の日なのかを確認し
て、１日の意味を感じながら暮
らしてみてはいかがでしょうか。

　このあかいえほんをひらいてみ
て。次にちがう本がでてきて、最
後はどうなるのかな？
わくわく楽しいえほんです。

ジ
ェ
シ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
マ
イ
ヤ
ー　

著

「
こ
の
あ
か
い
え
ほ
ん
を
ひ
ら
い
た
ら
」

発
行
人
　
沢
井
竜
太

「
日
本
の
し
き
た
り
が
ま
る
ご
と
わ
か
る
本
」

活
け
を
り
し
松
の
枝
葉
が
不
意
に
震
ふ
受
話
器
を
置
き
て

テ
レ
ビ
を
点
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

呼
び
戻
す
術
な
く
吾
子
は
現
し
世
を
駆
け
足
の
ご
と
生
き

て
逝
き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑
美
代
子

歳
末
の
届
け
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
送
る
と
言
ふ
娘
に
看
取
ら

れ
て
生
き
ゆ
く
吾
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

水
仙
の
香
り
流
る
る
わ
が
庭
に
家
族
揃
ひ
て
賀
正
に
写
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

友
に
む
け
雨
の
日
行
く
と
の
約
束
は
か
い
な
く
過
ぎ
て

七
十
年
経
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
球
追
ふ
老
い
等
十
五
人
話
は
づ
み
て

冬
の
陽
温
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

大
杉
に
囲
ま
れ
て
在
る
古
民
家
の
郷
愁
ま
と
ふ
囲
炉
裏
に

憩
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

幼
け
な
き
孫
ら
が
老
い
の
卓
に
来
て
こ
ぼ
し
つ
つ
食
ぶ
こ

の
夕
灯
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

凜
と
し
て
生
き
て
い
る
ら
し
傘
寿
な
る
友
の
賀
正
に
背
筋

を
伸
ば
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

［
短
歌
］

南
国
の
島
と
は
い
え
ど
雪
も
ふ
る
海
山
美
し
花
の
長
島　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

行
き
交
え
ど
振
り
返
る
な
き
人
の
群
れ
詣
で
の
宮
に
光
り

射
し
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

帰
り
ゆ
く
出
水
の
鶴
に
お
別
れ
を
田
ん
ぼ
の
土
手
で
な
が

め
見
送
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

七
割
が
生
き
の
こ
る
と
ふ
賭
け
の
人
生
賜
り
て
十と
と
せ年

過
ぎ

な
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

情
け
な
き
思
ふ
用
に
な
ら
ぬ
辛
い
事
調
子
悪
い
や
寒
い
な

る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

こ
こ
ろ
の
絵
観
し
今
朝
は
ケ
リ
が
鳴
き
お
り

宗
方　

清
明

蜜
柑
熟
れ
薩
摩
と
肥
後
の
国
境　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

バ
ス
停
に
母
待
つ
陽
向
冬
す
み
れ　
　
　
　

大
堂　

早
苗

手
際
良
く
若
き
庭
師
や
年
用
意　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

樟
脳
は
昭
和
の
匂
ひ
冬
の
服　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

学
童
の
は
じ
け
る
声
や
冬
の
朝　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

亡
き
父
の
愛
せ
し
小
庭
冬
菫　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

凛
と
し
て
路
肩
に
清
し
冬
す
み
れ　
　
　
　

肥
後　

広
行

冬
市
場
魚
が
跳
ぬ
る
午
前
四
時　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

特
急
の
ご
と
き
日
々
な
る
十
二
月　
　
　
　

関　

佳
代
美

暮
れ
て
行
く
平
成
最
後
十
二
月　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

夕
闇
に
浮
か
ぶ
古
墳
も
冬
至
か
な　
　
　
　

坂
口　

静
子

た
が
は
ず
に
巡
る
季
節
や
冬
す
み
れ　
　
　

迫
口　

君
代

一
瞬
を
争
う
ス
ピ
ー
ド
と
緊
張
感

第
９
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り
大
会

　
「
第
９
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り

大
会
」
が
１
月
27
日
、
町
総
合
町
民

体
育
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
児
童
・

生
徒
１
０
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
か

る
た
を
通
じ
て
長
島
の
文
化
財
、産
業
、

自
然
を
知
り
、
郷
土
愛
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
長
島
郷
土
に
ち
な
ん
だ
か
る

た
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
張
感
が
漂
う
中
、
詠
み
手
か
ら

句
が
詠
み
始
め
ら
れ
る
と
、
参
加
者

は
真
剣
な
目
で
目
標
の
札
を
探
し
、

素
早
く
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
競
わ
れ
た
今
大
会
は

勝
ち
上
が
る
に
つ
れ
、
対
局
を
見
守

る
観
客
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
気
負
い
せ
ず
に
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

個
人
戦
と
団
体
戦
で
優
勝
し
た
川

床
小
学
校
６
年
生
の
角
中
優
里
菜
さ

ん
は
「
毎
日
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

で
き
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　
　

○
個
人
戦

　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
［
優　

勝
］岩
下　

莉
穏（
鷹
巣
小
）

　
　
［
準
優
勝
］柏
木　

愛
夢（
鷹
巣
小
）

　
　
［
３　

位
］永
岡　

那
智（
鷹
巣
小
）

　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　
［
優　

勝
］角
中
優
里
菜（
川
床
小
）

　
　
［
準
優
勝
］角
中
優
希
美（
川
床
小
）

　
　
［
３　

位
］冨
永　

聖
太（
川
床
小
）

　

中
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］平
薮　

聡
汰（
川
床
中
）

　
　
［
準
優
勝
］濱
口　
　

雅（
鷹
巣
中
）

　
　
［
３　

位
］山
下　

泰
典（
川
床
中
）

○
団
体
戦

　

小
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］
川
床
小
学
校
Ａ

　
　
［
準
優
勝
］
鷹
巣
小
学
校
Ａ

　
　
［
３　

位
］
川
床
小
学
校
Ｃ

　

中
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］
長
島
中
学
校

　
　
［
準
優
勝
］
鷹
巣
中
学
校
Ａ

　
　
［
３　

位
］
川
床
中
学
校
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ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
は
２
月
28
日
ま
で

　
「
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
お
よ
び
「
地
域
デ

ビ
ュ
ー
で
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
・
元

気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業
」
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
は
２
月
28
日

が
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
の
期
限
で

す
。

　

代
表
者
の
か
た
は
近
所
に
住
ん

で
い
る
か
た
に
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、
期
限
内
に
関
係
書
類
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

・
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

　

イ
ン
ト
交
換
申
請
書

　

・
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

○
地
域
デ
ビ
ュ
ー
で
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
！
元
気
度
ア
ッ
プ
！
推
進
事
業

　

・
グ
ル
ー
プ
活
動
実
績
表
（
第

　

７
号
様
式
）

　

・
ポ
イ
ン
ト
付
与
申
請
書
（
第

　

８
号
様
式
）

　

・
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
書
（
第

　

10
号
様
式
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
火
の
確
認
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
は
規
定
の
期
間
ま
で

に
終
え
、
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

主
な
国
税
の
確
定
申
告
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

２
月
18
日（
月
）～
３
月
15
日（
金
）

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

４
月
１
日
（
月
）
ま
で

○
贈
与
税

　

２
月
１
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に

よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

事
件
の
取
り
扱
い
の
変
更　

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
川
内
支
部

で
取
り
扱
っ
て
い
る
不
動
産
執
行

事
件
お
よ
び
債
権
執
行
事
件
は
４

月
１
日
か
ら
す
べ
て
鹿
児
島
地
方

裁
判
所
本
庁
で
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

は
、
前
記
の
事
件
に
つ
い
て
、
川

内
支
部
お
よ
び
本
庁
の
い
ず
れ
も

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
本
庁

　

不
動
産
執
行
係

　

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
４
１

　

債
権
執
行
係

　

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
４
３

　
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

２
月
は
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月

間
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
猫
の
繁
殖
時

期
が
始
ま
る
２
月
を
「
猫
の
適
正

飼
養
推
進
月
間
」
と
定
め
、
猫
の

終
生
飼
養
お
よ
び
適
正
飼
養
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

猫
を
飼
う
と
き
は
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫
は
、
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
と
、
室
内
で
も
十

分
生
活
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん

尿
や
菜
園
荒
ら
し
な
ど
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
猫
に
手
術
を
す
る
の
は

か
わ
い
そ
う
、
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
産
ま
れ
た

子
猫
を
責
任
を
持
っ
て
飼
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
不
幸
な

命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
不
妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気

の
予
防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減

少
に
も
な
り
ま
す
。

○
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、

所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。
開

い
た
ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら
脱
走

し
た
り
、
突
然
の
災
害
で
行
方
不

明
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
迷
子
札

を
首
輪
に
つ
け
た
り
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
施
す
こ
と
で
、
飼
い
主

の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

「
か
ぞ
く
い
ろ
」
き
っ
ぷ
の
ご
案
内

　

映
画
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
の
公

開
を
記
念
し
、
１
日
乗
り
放
題

で
、
沿
線
の
飲
食
店
な
ど
で
使
え

る
特
典
も
付
い
た
お
得
な
切
符
を

販
売
中
で
す
。

○
発
売
期
間
＝
2
月
28
日
（
木
）
ま
で

〇
発
売
額
＝
２
０
０
０
円（
税
込
み
）

　

県
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
促

進
協
議
会
の
助
成
で
、
１
８
０
０

円
で
購
入
で
き
ま
す
。（
予
算
上

限
に
達
し
次
第
、
通
常
価
格
で
の

販
売
と
な
り
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
６
５

家
畜
の
定
期
報
告
を
し
ま
し
ょ
う

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に

よ
り
、
家
畜
の
所
有
者
は
毎
年
、

家
畜
の
飼
養
状
況
な
ど
に
つ
い
て

県
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

2
月
1
日
時
点
の
飼
養
頭
羽
数

や
飼
養
衛
生
管
理
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
報
告
対
象

　

全
て
の
家
畜
や
家
き
ん
（
鶏
な

ど
）
の
飼
養
者

○
報
告
期
限

　

・
牛
、
豚
、
馬
な
ど

　
　

４
月
15
日
（
月
）
ま
で

　

・
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

　
　

６
月
15
日
（
土
）
ま
で

○
報
告
先
＝
北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
畜
産
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
２
２
６

屋
外
広
告
物
条
例
の
改
正

　
広
告
塔
や
広
告
板
な
ど
の
屋
外

広
告
物
は
、
有
益
な
情
報
を
も
た

ら
す
一
方
で
、
そ
の
管
理
が
十
分

に
な
さ
れ
な
い
と
、
景
観
や
安
全

が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
一
層

の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
公
衆

に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た

め
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
し
、
ま

た
は
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
物

件
を
設
置
す
る
者
な
ど
の
点
検
義

務
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
屋
外
広
告
物
法
の
改
正
を
踏

ま
え
、
禁
止
地
域
に
田
園
住
居
地

域
を
加
え
る
な
ど
の
屋
外
広
告
物

条
例
お
よ
び
同
規
則
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（「
鹿
児
島
県
屋
外
広
告
物
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
都
市
計
画
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
６
８
０

春
季
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
の
到
来

　

本
県
で
は
、3
月
ま
で
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す

る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
キ
ャ

ン
プ
が
多
数
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

熱
気
あ
ふ
れ
る
練
習
を
繰
り
広

げ
る
選
手
の
姿
を
ぜ
ひ
、
間
近
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
で
は
キ
ャ
ン
プ
期
間

中
に
抽
選
で
景
品
が
当
た
る
キ
ャ

ン
プ
地
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
、
各
地
域
の
特
産
品
や
チ
ー

ム
グ
ッ
ズ
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
応
募
用
紙

が
付
い
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
北

薩
地
域
振
興
局
の
ほ
か
、
鹿
児
島

空
港
や
鹿
児
島
中
央
駅
な
ど
で
入

手
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
県
観
光
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
観
光
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
０
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↑一人ひとりに賞状とメダルが手渡された表彰式

↑燃え上がる火に手をかざし、暖を取る子どもたち

町内各地で鬼火たき

病息災を祈る無
　１月７日、町内の各集落で鬼火たきがありま
した。
　山中集落や上揚集落では、午後４時過ぎから広
場で育成会などが竹やスギの木で組まれたやぐら
に火を入れ、無病息災を祈りました。
　うす暗くなる頃には子どもたちも集まり、餅や
ぜんざいなどを食べて住民との交流を楽しんでい
ました。鷹巣小４年生の兒玉奏君は「水泳をがん
ばりたい」と今年の抱負を話しました。↑クラブ内で勉強に励む児童たち

鷹巣放課後児童クラブ開所式

全を踏まえ、校内へ移転安
　１月８日、鷹巣小学校敷地内で鷹巣放課後児童
クラブの開所式が行われ、学校職員や町関係者が
出席しました。
　同クラブは昨年４月から本町公民館で開所され
ていましたが、児童の安全面を考慮して、元の場
所である同小学校の敷地内に移転しました。
　大野憲久校長は「学校内に児童クラブが設置さ
れ、運営の向上が期待される」とあいさつしまし
た。同クラブは毎日、約 20 人の児童が利用し、
勉強をしたり、友だちと遊んだりしています。

エグチベジフル（株）新大型選果場落成式

バ
　１月 11 日、エグチベジフル株式会社の新バレ
イショ選果場の落成式が行われ、生産者、町関係
者ら約 150 人が出席しました。
　同選果場は一部２階建て、延べ床面積約 2,800
平方㍍を有し、国の産地パワーアップ事業や町
の補助金を含む総事業費約８億 3,700 万円で建設
されました。サイズ別の箱を自動で積み分けるロ
ボットを備え、日量 120 ㌧を処理できる大型選
果場となっています。
　江口輝文社長は「バレイショの栽培面積、販売
量をさらに拡大させたい」とあいさつしました。
　式の後は場内が公開され、参加者は最先端の設
備に興味を示していました。

レイショの生産拡大に期待

長島の子表彰式

所を褒めて伸ばす長
　１月 26 日、長島の子表彰式が町開発総合セン
ターで開催されました。これは、児童生徒の長所
を発見、表彰することで健全な子どもを育てるこ
とを目的としています。
　今年は町内の小学６年生 71 人、中学生３人、並び
に中学校１団体に賞状とメダルが贈られ、受賞者を代
表して上ノ町遙希君（平尾小・６年）が「卒業前にこ
のような表彰を受けて幸せです」とあいさつしました。
　そのほか、　みやまコンセールによるミニコン
サートや元Ｊリーガーで鹿児島ユナイテッド FC
の登尾顕徳ゼネラルマネージャー（浜漉出身）の
講話もあり、受賞者を祝いました。

ながしま美味でーを開催

力の食を首都圏で PR魅
　本町の多彩な特産品を首都圏で PR する「なが
しま美

うんまか

味でー」が１月 16 日、東京都永田町の全
国町村会館で開催されました。
　レセプションには、国会議員や本町にゆかりの
あるかたのほか、市場関係者ら約 70 人を招き、
川添町長や農協、漁協の組合長らが本町の特産品
を売り込みました。
　川添町長は「町の発展は１次産業の発展にか
かっている」とあいさつ。東京新宿ベジフル株式
会社の小島和宏専務取締役は「長島の赤土バレイ
ショは首都圏市場でも評価が高いので、今後も安
定的に出荷してほしい」と期待を込めました。
　会場には、「鰤王のブリカツ」や「赤土バレイショ
のポテトサラダ」など本町の特産品をふんだんに
つかった料理が振る舞われ、参加者は舌鼓を打ち
ました。

出水地区市町議会議員研修会

方創生の取り組みを発表地
　１月 25 日、第 11 回出水地区市町議会議員研
修会が町文化ホールで開催されました。
　この会は出水市、阿久根市、長島町の市町議会
の連絡協調を図り、地方議会の円滑な運営と地区
の振興発展を目指すことを目的としています。
　今回は本町の地域おこし協力隊の隊員らが講師
を務め、空き家対策事業などの地方創生の取り組
み状況を発表。参加した議員らから多くの質問を
受け、関心を集めました。

↑「食」で地域おこしに取り組む甲斐友也隊員の発表

↑特産品の料理を手に取
る参加者

←メニューの１品「鰤王
のグラタン」

↑参加者の視線を
集めたロボット

←江口社長、川添町長
らによるテープカット
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↑スタッフが１本１本丁寧に植栽↑昨年とは異なる会場デザインで設営中

10,516 (- 1 1)
  5,096 (- ５)

5,420 (- ６)
  4,495 (- ４)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 31年１月 31日現在
(　) 内は前月比

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
中
で

す
が
、
皆
さ
ん
、
体
調
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。
私
は
年
末
に
予
防

接
種
を
受
け
て
、
毎
日
の
手
洗
い

う
が
い
で
何
と
か
体
調
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
健
康
で
毎
日
仕
事
が

で
き
る
だ
け
で
も
有
難
い
こ
と
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
▽
健
康
管

理
は
で
き
ま
し
た
が
、
体
力
の
衰

え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
先
日
、
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
の

準
備
で
同
僚
と
テ
ン
ト
を
運
ん
で

い
た
時
の
こ
と
。
２
張
運
ん
だ
だ

け
で
息
切
れ
す
る
す
る
ほ
ど
消
耗

し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
シ
ョ
ッ
ク

で
、
普
段
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
体
を

ほ
と
ん
ど
動
か
さ
な
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
だ
と
思

い
、
少
し
ず
つ
運
動
を
始
め
ま
し

た
。
ま
ず
は
腕
立
て
、
ス
ク
ワ
ッ

ト
な
ど
に
取
り
組
み
、
筋
力
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。
来
年
の
イ
ベ

ン
ト
準
備
で
は
、
少
し
で
も
活
躍

で
き
る
と
こ
ろ
を
お
見
せ
し
た
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
田
上
徹
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

長
島
に
春
の
到
来
を
告
げ
る
「
第

９
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

３
月
23
日（
土
）～
５
月
６
日（
月
）

（
45
日
間
）

○
会
場

　

・
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　

・
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘

　

・
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
７

月
か
ら
種
ま
き
を
し
て
育
て
た
春
の

花
ば
な
の
苗
を
11
月
ご
ろ
か
ら
植
栽

し
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
順
次
植
栽
し
、
昨
年

と
違
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

春
に
向
け
て
日
々
大
き
く
な
る
花

ば
な
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
週
末
ご
と
に
フ
ラ
ワ
ー

体
験
教
室
や
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
準
備
進
む
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

３１

２０１９３

８ ９３ ７

１５１０ １３ １４

２２ ２３１７ １８ ２０ ２１

１２

５４

１９

１１

２/24 ２１

６

２４ ２５ ２６

２/25 ２/26

１６

２８

２/27 ２/28

２７ ２９ ３０

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○吉井中央病院 62-3111
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○丸山歯科医院 68-1911
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□マリン薬局 63-6678
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（１歳）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○植村整形外科 72-1041
○クリニック．なかむら 62-0241
○恒吉医院 82-0048
○よしだ歯科クリニック 79-3443
□三文字薬局 75-0073
□ふれあい薬局 63-3070
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○三慶医院 63-2333
○平田整形外科クリニック 62-8801
○しお歯科医院 67-5844
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ひまわり薬局 62-6070
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

春分の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○長島クリニック88-6405
○上園医院 73-1055
○野田診療所 84-2023
○宮薗歯科医院 73-3222
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○上野歯科医院 63-2306
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

○平尾診療所 88-2595
○柏木歯科クリニック 79-4618
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター 67-1611

祝日には、国旗を掲げましょう！
●３月 21 日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。
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